
 

関節炎は、細菌（連鎖球菌、豚丹毒菌、マイコプラズマ等）などの感染により起

こることがあります。関節炎に伴う枝肉の割除は格付に大きく影響します。関節炎

が増加した場合、原因究明と対策が必要です。 

 

 

関節の腫脹、疼痛、跛行などが見られます。 

 

 

主に膝、股、肘、肩等四肢の関節の腫脹、関節液の増量、リンパ節の腫脹などが

見られ、前肢や後肢の一部が廃棄となります。多発性関節炎の場合は全部廃棄とな

ることもあります。また、関節炎型豚丹毒を疑う場合には「保留」して検査を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 良好な飼養管理、衛生管理の実施が重要です。また、豚にはストレスを掛けない

ようにしましょう。 
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対策については管理獣医師等に相談してみてください 

１．症状 

２．と畜検査では 

３．対策 


